
土屋防災委員会では、土屋グループの各事業所ごと
に事業活動を継続するための計画「BCP」を作成し、
重要な業務の継続や復旧に必要な資源（人員、設備、
データなど）を確保するための対策を講じています。

災害時に従業員の安全確保やコミュニケーション手
段を整備することは、クライアントの命と生活を守
ることにも繋がります。
その実効性を確認しながら計画に従って行動できる
ように、定期的に訓練や演習を実施して計画の改善
点を見つけ、必要に応じて BCP を更新する必要が
あります。

前期防災委員会委員長から依頼を受けて安否確認
システムを開発したとお聞きしました。作成し始
めた時のお気持ちと、作成時にこだわったところ
は何処でしょうか？

では、今回ヴジカが実際に始動し、訓練が行わ
れている今のお気持ちをお聞かせください。

まだシステムを認知していただいている段階で
あり、本当の意味での訓練には至っていないと
感じますが、繰り返し行うことで馴染んでいた
だき、来たる実際の災害の際に『１人も取り残
さない』の一助になれば……と思っております。

開発者の小澤明久さん（本社マーケティング部） 
にお話を伺いました！

２月から『災害対応シミュレーション訓練』の実施
と共に、『新・安否確認システム V'jica(ヴジカ )』
の運用訓練を順次開始しました。今後も訓練を重ね、
いざという時には、職場への安否確認がスムーズに
行えるよう目指しています。

皆さま、ヴジカをよろしくお願い致します！

実際には震度 5 弱
以上の地震発生時
に自動で、その他
災害時には手動で
皆さまにメールが
発信されます。

おーい
無事かー？

メール内のフォームを開いて
特に伝えたいことが無ければ、
送信　を押すだけで完了です。

職場に伝える『新・安否確認システム V'jica(ヴジカ )』

リマインドメールシステムも手掛けられた
のですね！

システムを作るうえで心がけたのは、『できるだ
け費用を発生させない』『できるだけシステムを
使う人に考えさせない』の２点です。費用につい
ては、土屋の社員規模ではさすがにゼロという訳
にはいきませんでしたが、社員数が 20 名程度で
あれば無料で構築・運用できる可能性が高く、満
足しています。『考えさせない』は、土屋が IT 企
業などではないことを前提に、もっとも時間を掛
けて考え、細かいところまで工夫しました。

支援の時間をアテンダントにメールでお知らせ
する『リマインドメールシステム』を先行して
完成させていたので、技術的なハードルは低く、
特に難しさや大変さは感じませんでした。


